
原　

豊
二　

池
田
光
政
と
「
抜
書
」

三
五

に
絞
り
、
そ
の
中
か
ら
理
解
で
き
る
こ
と
を
こ
こ
で
は
述
べ
た
い
と
思
う
。
な

お
、『
池
田
光
政
日
記
』
に
は
光
政
の
文
事
に
つ
い
て
記
述
が
ほ
と
ん
ど
見
当

た
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
（
３
）。

　
　
　

二
、『
池
田
光
政
公
傳
』
か
ら

　

一
九
三
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
池
田
光
政
公
傳
』
は
、
そ
の
下
巻
に
第

七
十
三
章
と
し
て
「
知
的
方
面
の
修
養
」
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
光
政
が
書
写

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
書
籍
等
が
広
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
烈
公
筆
寫
本
」

の
「
和
歌
の
部
」
に
は
、
勅
撰
集
な
ど
多
く
の
歌
集
と
と
も
に
、
以
下
の
よ
う

な
記
載
が
あ
る
。

　
　

七
、風
葉
和
歌
集
抄　

一
卷

　
　

八
、風
葉
集
御
拔
書　

二
卷　

薄
紙　

長
巻
（
罫
内
竪
六
寸
五
分
）

　
　

九
、�風
葉
和
歌
拔
書　

二
帖　

竪
三
寸
二
分　

横
三
寸　

跋
云
、「
風
葉

和
歌
集
拔
書
、
故
羽
林
次
將
光
政
朝
臣
御
手
跡
無
疑
者
也
、
元
禄
庚

辰
左
少
將
綱
政　

判
（
徳
壽
）」

　
　

一
〇
、風
葉
集
拔
書　

一
冊　

竪
五
寸　

横
四
寸
七
分

　
　
　

一
、
は
じ
め
に

　

林
原
美
術
館
所
蔵
の
池
田
光
政
（
一
六
〇
九
～
一
六
八
二
）
自
筆
資
料
の
う

ち
、物
語
歌
集
で
あ
る
『
風
葉
和
歌
集
』（
撰
者
不
明
。
鎌
倉
時
代
中
期
成
立
。）

な
ら
び
に
『
拾
遺
百
番
歌
合
』（
藤
原
定
家
の
撰
。『
物
語
二
百
番
歌
合
』
の
う

ち
後
半
の
『
後
百
番
歌
合
』
の
こ
と
。
元
久
三
年
（
一
二
〇
六
）
以
前
の
成
立
。）

に
つ
い
て
考
察
を
し
た
い
。

　

池
田
光
政
の
文
事
に
つ
い
て
は
『
池
田
光
政
公
傳
』（
１
）
に
多
く
の
記
載
が

あ
り
、
従
来
、
同
書
を
踏
ま
え
て
の
認
識
が
主
だ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
当
時
池
田
家
に
あ
っ
た
資
料
の
う
ち
、
藩
主
自
筆
関
連
の
資
料
が
林

原
美
術
館
に
移
管
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
が
長
ら
く
文
学
研
究
者
の
調
査
の
対
象

で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
十
分
な
考
察
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
面
は
否
め

な
い
。
一
方
、
池
田
家
所
蔵
の
古
典
籍
が
「
池
田
家
文
庫
」
と
し
て
岡
山
大
学

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
林
原
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
は
「
什
物
」

と
し
て
別
の
扱
い
を
さ
れ
、
そ
の
中
に
も
多
く
の
文
学
関
連
資
料
の
あ
っ
た
こ

と
は
十
分
認
識
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

　

旧
池
田
家
所
蔵
資
料
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
浅
利
尚
民
氏
の
論
考
（
２
）
に
譲

る
と
し
て
、既
に
述
べ
た
よ
う
に
ひ
と
ま
ず
『
風
葉
和
歌
集
』『
拾
遺
百
番
歌
合
』

紀　

要　

第
四
十
巻　

第
一
号
（
通
巻
五
十
一
号
）
三
五
～
五
〇
（
二
〇
一
六
）

池
田
光
政
と
「
抜ぬ

き
が
き書

」

　
　
　
　
　

︱
︱�『
風
葉
和
歌
集
』『
拾
遺
百
番
歌
合
』
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱

原　
　

豊　

二
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三
六

原　

豊
二　

池
田
光
政
と
「
抜
書
」

　
　

一
二
、風
葉
和
歌
集
拔
書　

一
卷　
（
所
蔵
の
確
認
が
で
き
な
い
）

　
　

一
三
、拾
遺
百
番
歌
合　

一
卷　

竪
二
寸
五
分　
【
書
跡
480
】

　
　

一
四
、拾
遺
百
番
歌
合　

一
冊　
【
書
跡
501-

15
】

　
　

一
五
、拾
遺
百
番
謌
合
拔
書　

一
卷　
【
書
跡
467
】

　
　

三
四
、集
書
（
和
歌
抄
）
一
冊　
【
書
跡
504-

４
】

　

こ
の
よ
う
に
『
池
田
光
政
公
傳
』
に
記
載
さ
れ
た
資
料
の
う
ち
多
く
が
そ
の

ま
ま
林
原
美
術
館
に
移
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
現
在
、
林
原
美
術
館
で

は
【　

】
の
中
の
よ
う
な
整
理
番
号
を
付
し
て
お
り
、
以
下
、
こ
の
番
号
を
示

し
つ
つ
説
明
し
て
い
く
。

　
　
　

四
、
個
別
の
資
料
に
つ
い
て

　
（
１
）
七
、
風
葉
和
歌
集
抄
【
書
跡
474
】

　

箱
書
き
に
「
風
葉
和
歌
集
鈔　

備
前
少
将
光
政
公
朝
臣
真
蹟
」
と
あ
る
。
巻

子
本
。
一
巻
。
縦
二
六
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

　

冒
頭
第
一
首
「
郭
公
の
御
門
の
御
哥　

立
か
へ
り
み
れ
と
も
あ
か
す
山
か
つ

の
か
き
ね
に
浪
を
か
く
る
卯
の
花
（
巻
三
・
一
三
七
）」
第
二
首
「
は
し
た
か
の

女
院　

こ
松
は
ら
か
す
み
は
か
り
や
た
な
ひ
か
む
ゆ
き
か
き
分
る
人
し
な
け
れ

は
（
巻
一
・
七
）」
第
三
首
「
か
い
合
の
蔵
人
の
少
将　

か
ひ
な
し
と
何
な
け
く

ら
ん
白
浪
も
君
か
た
め
に
は
心
よ
せ
て
む（
巻
十
八
・
一
三
四
七
）」第
四
首「
蓬

か
は
ら
の
春
宮　

い
か
に
せ
む
後
の
世
ま
て
と
契
て
も
な
を
あ
や
に
く
に
あ
か

ぬ
こ
ゝ
ろ
を（
巻
十
三
・
九
四
〇
）」。
詠
者
名
は
あ
る
が
、詞
書
の
記
述
は
な
い
。

三
十
六
首
所
収
。
末
に
「
光
政
」。
奥
書
に
「
備
前
新
太
郎
少
將
光
政
朝
臣
真

　
　

一
一
、風
葉
和
歌
集
拔
書　

一
冊

　
　

一
二
、風
葉
和
歌
集
拔
書　

一
卷

　
　

一
三
、拾
遺
百
番
歌
合　

一
卷　

竪
二
寸
五
分

　
　

一
四
、拾
遺
百
番
歌
合　

一
冊

　
　

一
五
、拾
遺
百
番
謌
合
拔
書　

一
卷　

平
業
兼
卿
之
手
跡
之
本
以
書
寫
畢

　
　

三
四
、集
書
（
和
歌
抄
）
一
冊　

跋
云
、「
寛
文
七
年
丁
未
神
無
月
十
一
日
」

　

こ
こ
に
は
『
風
葉
和
歌
集
』
関
連
資
料
六
点
、
ま
た
『
拾
遺
百
番
歌
合
』
三

点
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
三
四
の
「
集
書
」
に
は
、『
風
葉
和
歌
集
』

の
抜
書
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
題
目
に
は
そ
の
記
述
が
な
い
が
、
こ
こ
に
挙
げ

る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
一
九
三
二
年
頃
の
池
田
家
で
の
所
蔵
が
確
認
で
き
る
も

の
で
あ
る
。

　
　
　

三
、
林
原
美
術
館
所
蔵
本
と
の
対
照

　
『
池
田
光
政
公
傳
』
に
記
載
さ
れ
た
光
政
自
筆
資
料
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く

が
林
原
美
術
館
に
移
管
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。『
風
葉
和
歌
集
』

と
『
拾
遺
百
番
歌
合
』
に
関
す
る
資
料
も
例
外
で
は
な
い
。
現
在
の
所
蔵
が
確

認
さ
れ
た
も
の
を
下
部
に
【　

】
と
し
て
加
え
て
み
る
。

　
　

七
、風
葉
和
歌
集
抄　

一
卷　
【
書
跡
474
】

　
　

八
、風
葉
集
御
拔
書　

二
卷　
【
書
跡
437
・
438
】

　
　

九
、風
葉
和
歌
拔
書　

二
帖　
【
書
跡
494-

３-

１
・
２
】

　
　

一
〇
、風
葉
集
拔
書　

一
冊　
【
書
籍
504-

１
】

　
　

一
一
、風
葉
和
歌
集
拔
書　

一
冊　
（
所
蔵
の
確
認
が
で
き
な
い
）
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原　

豊
二　

池
田
光
政
と
「
抜
書
」

三
七

蹟
也　

筆
蹟
関
萬
」
と
あ
る
。
一
部
散
ら
し
書
き
。
別
表
に
所
収
歌
す
べ
て
を

挙
げ
て
い
る
（
以
下
の
資
料
も
同
様
）。
こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
和
歌
の
順

序
に
特
に
法
則
性
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
な
お
、『
風
葉
和
歌
集
』
の
歌
番
号

は
『
増
訂
校
本
風
葉
和
歌
集
』（
友
山
文
庫
、
一
九
七
〇
）
に
よ
っ
た
。

　
（
２
）
八
、
風
葉
集
御
拔
書
【
書
跡
437
・
438
】

　

箱
の
貼
紙
に
「
光
政
公
御
筆
」「
風
葉
集
御
抜
書
」「
貴
重　

巻
甲　

第
一
六

號
」
と
あ
る
。
巻
子
本
。
二
巻
。
両
巻
表
紙
（
外
題
）
に
「
風
葉
集
抜
書
」
と

あ
る
。縦
二
五
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。『
特
別
企
画
展　

池
田
光
政
』（
二
〇
〇
九

年
）
に
冒
頭
部
分
が
掲
載
さ
れ
る
。
こ
の
図
録
に
は
「
９　

風
葉
和
歌
集
抜
書

　

池
田
光
政
筆　

二
巻　

江
戸
時
代
」
と
し
た
上
で
「
風
葉
和
歌
集
と
は
鎌
倉

時
代
の
物
語
歌
撰
集
で
、
撰
者
は
藤
原
為
家
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。『
源
氏
物

語
』
や
『
う
つ
ほ
物
語
』
な
ど
の
和
歌
を
約
千
四
百
首
納
め
て
い
る
。
本
作
品

は
光
政
が
筆
者
し
た
風
葉
和
歌
集
の
抜
書
で
、
下
巻
の
末
尾
に
「
寛
文
八
年
正

月
日
」と
あ
る
。
光
政
の
和
歌
に
対
す
る
修
養
の
一
端
を
表
す
史
料
。」と
あ
る
。

内
題
は
上
巻
「
風
葉
和
謌
集
抜
書
」、
下
巻
「
風
葉
和
哥
集
抜
書
」。

　

総
計
三
百
四
十
五
首
。
部
立
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
（
上
巻
）「
春
上
」
三
十
四
首
、「
春
下
」
二
十
五
首
、「
夏
」
二
十
四
首
、「
秋

上
」
二
十
二
首
、「
秋
下
」
十
七
首
、「
冬
」
十
三
首
、「
神
祇
」
十
一
首
、「
釋

教
」
六
首
、「
離
別
」
六
首
、「
羈
旅
」
十
首
。

　
（
下
巻
）「（
部
立
の
表
記
は
欠
・
戀
一
か
）」
三
十
一
首
、「
戀
二
」
二
十
二
首
、

「
戀
三
」
五
首
、「
戀
四
」
十
八
首
、「
戀
五
」
二
十
五
首
、「
雑
一
」
十
三
首
、「
雑

二
」
八
首
、「
雑
三
」
十
五
首
、「
哀
傷
」
十
首
、「
賀
」
三
十
首
。

　

奥
書
に
次
の
通
り
あ
る
。

　
　

�　

此
集
之
作
者
不
知
為
何
人
十
九
二
十
之
巻
載
長
哥
物
名
折
句
連
歌
等
之

由
見
于
序
文
今
此
兩
巻
紛
失
嘆
情
不
少
焉
仍
分
七
巻
之
末
釋
教
為
八
巻
分

八
巻
之
離
別
羈
旅
為
九
十
之
巻
分
九
巻
之
賀
哀
傷
為
十
九
二
十
之
巻
以
備

二
十
巻
之
員
後
来
若
有
全
部
之
本
可
復
其
舊
者
也
穴
賢
々
　々

寛
文
八
年

正
月
日

　

以
下
、
念
の
た
め
訓
読
を
施
す
。

　
　

�　

此
集
の
作
者
、
何
人
た
る
か
を
知
ら
ず
。
十
九
・
二
十
の
巻
に
、
長
哥
・

物
名
・
折
句
・
連
歌
等
を
載
す
る
の
由
、
序
文
に
見
ゆ
。
今
、
此
の
兩
巻

の
紛
失
、嘆
情
少
な
か
ら
ず
。
焉
に
仍
り
て
七
巻
の
末
の
釋
教
を
分
け
て
、

八
巻
と
為
し
、
八
巻
の
離
別
・
羈
旅
を
分
け
て
、
九
・
十
の
巻
と
為
し
、

九
巻
の
賀
・
哀
傷
を
分
け
て
十
九
・
二
十
の
巻
と
為
し
、
以
て
二
十
巻
の

員
を
備
ふ
。
後
来
、
若
し
全
部
の
本
有
ら
ば
、
其
の
舊
に
復
す
べ
き
者
な

り
。
あ
な
か
し
こ
、
あ
な
か
し
こ
。
寛
文
八
年
正
月
日
。

　

さ
て
、
右
の
部
立
と
光
政
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
奥
書
の
双
方
を
見
な
が
ら
、

こ
の
資
料
の
特
徴
を
見
て
い
き
た
い
。

　

は
じ
め
に
、
こ
の
部
立
で
あ
る
が
、
こ
の
順
序
が
今
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る

『
風
葉
和
歌
集
』
に
は
見
当
た
ら
な
い
点
に
注
目
し
た
い
。
通
行
の
『
風
葉
和

歌
集
』
は
本
来
あ
っ
た
は
ず
の
巻
十
九
（
雑
四
）、
巻
二
十
（
雑
体
）
が
散
逸

し
た
十
八
巻
本
で
あ
る
。
丹
鶴
叢
書
（
弘
化
四
年
～
嘉
永
六
年
刊
）
に
収
め
ら

れ
た
『
風
葉
和
歌
集
』
の
部
立
が
こ
の
通
り
で
あ
り
、
丹
鶴
本
は
後
の
『
増
訂

校
本
風
葉
和
歌
集
』
の
底
本
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
部
立
は
、「
春
上
」「
春
下
」

「
夏
」「
秋
上
」「
秋
下
」「
冬
」「
神
祇
釋
教
」「
離
別
羈
旅
」「
哀
傷
」「
賀
」「
戀
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三
八

原　

豊
二　

池
田
光
政
と
「
抜
書
」

一
」「
戀
二
」「
戀
三
」「
戀
四
」「
戀
五
」「
雑
一
」「
雑
二
」「
雑
三
」
と
な
る
。

二
十
巻
本
と
し
て
世
に
出
た
の
は
続
々
群
書
類
従
本
、
ま
た
そ
れ
を
も
と
に
編

ま
れ
た
国
歌
大
系
本
で
あ
り
、
こ
れ
は
神
祇
・
釈
教
を
分
け
て
巻
七
・
八
と
し
、

離
別
・
羈
旅
を
分
け
て
巻
九
・
十
と
し
、
哀
傷
は
巻
十
一
と
し
て
、
以
下
を
順

次
繰
り
下
げ
て
い
る
。

　

改
め
て
、光
政
本
の
部
立
の
順
序
を
見
る
。「
春
上
」「
春
下
」「
夏
」「
秋
上
」「
秋

下
」「
冬
」「
神
祇
」「
釋
教
」「
離
別
」「
羈
旅
」「（
部
立
の
表
記
は
欠
・
戀
一
か
）」

「
戀
二
」「
戀
三
」「
戀
四
」「
戀
五
」「
雑
一
」「
雑
二
」「
雑
三
」「
哀
傷
」「
賀
」

の
順
で
あ
る
。改
編
本
で
あ
る
続
々
群
書
類
従
本
と
比
べ
た
場
合
で
も
、「
哀
傷
」

と
「
賀
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
巻
十
九
と
巻
二
十
と
に
配
置
さ
れ
て
い
る
点
は
特
異

で
あ
る
。

　

光
政
本
の
奥
書
に
は
部
立
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
長
歌
」「
物

名
」「
折
句
」「
連
歌
」
が
所
収
さ
れ
て
い
た
も
と
も
と
の
巻
十
九
と
巻
二
十
が

失
わ
れ
、
そ
こ
を
穴
埋
め
す
る
た
め
に
、
も
と
の
巻
七
、
巻
八
を
そ
れ
ぞ
れ
二

巻
に
分
け
、
巻
九
も
二
巻
に
分
け
、
末
部
に
配
置
し
二
十
巻
に
仕
立
て
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
光
政
は
散
逸
部
分
で
あ
る
巻
十
九
・
二
十
の
内
容
を
「
長
歌
」

「
物
名
」「
折
句
」「
連
歌
」（
つ
ま
り
「
雑
体
」）
と
考
え
て
い
る
。
推
測
す
る

に
、巻
十
九
が
「
雑
体
上
」、巻
二
十
が
「
雑
体
下
」
と
で
も
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

一
方
、
現
行
説
は
巻
十
九
が
「
雑
四
」、
巻
二
十
「
雑
体
」
と
な
る
。
雑
部
が

一
、二
、三
ま
で
で
終
わ
る
の
で
あ
れ
ば
、
上
・
中
・
下
の
表
記
と
な
る
は
ず
と

い
う
理
由
で
の
推
測
で
あ
る
が
、
的
を
射
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
光
政

説
も
現
行
説
か
ら
決
し
て
遠
い
も
の
で
も
な
い
。
加
え
て
、
光
政
が
『
風
葉
和

歌
集
』
の
原
型
に
つ
い
て
、
そ
の
巻
九
が
「
哀
傷
・
賀
」
と
し
て
一
つ
の
巻
で

あ
っ
た
と
す
る
の
は
今
ま
で
聞
く
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
な
る

と
、
原
本
は
巻
十
が
「
戀
一
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
巻
数
は
二
十
巻
で
あ
る

の
に
部
立
の
数
が
一
巻
分
不
足
し
、
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
く
な
る
。
こ
の
点
は

大
い
に
矛
盾
す
る
の
で
、こ
の
説
は
や
は
り
採
用
し
難
い
。
一
方
、奥
書
に
「
後

来
、
若
し
全
部
の
本
有
ら
ば
、
其
の
舊
を
復
す
べ
き
者
な
り
。」
と
あ
る
点
は

首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
自
身
の
見
た
本
と
は
違
う
古
本
を
想
定
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
学
識
を
感
じ
る
。

　

た
だ
、こ
の
光
政
の
奥
書
の
記
載
は
、こ
の
抜
書
の
祖
本
が「
現
行
の
部
立
と

は
異
な
っ
た
二
十
巻
本
」で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、現
在
の
通

行
本
に
よ
る
と
こ
ろ
の
理
解
で
は
な
い
。逆
に
言
え
ば
、光
政
の
生
き
た
江
戸
前

期
に
二
十
巻
改
編
本
が
存
在
し
た
と
い
う
意
味
に
も
な
り
、改
編
本
自
体
も
そ

れ
な
り
の
歴
史
を
有
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
証
明
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

　

写
本
資
料
が
満
足
す
る
ほ
ど
多
い
と
ま
で
は
言
い
難
い
『
風
葉
和
歌
集
』
に

つ
い
て
、
そ
れ
に
関
わ
る
江
戸
時
代
前
期
の
資
料
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
見
出
さ

れ
た
こ
と
は
、
こ
の
歌
集
の
研
究
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
重
要
だ
ろ
う
。
特

に
光
政
が
改
編
本
を
用
い
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
は
、
こ
の
和
歌
集
の
江
戸
時
代

に
お
け
る
享
受
に
関
連
し
て
興
味
深
い
事
柄
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
を
除
く

ほ
か
の
物
語
文
学
作
品
の
研
究
が
特
に
進
ん
だ
一
時
期
と
し
て
幕
末
期
が
あ
る

が
、
そ
れ
よ
り
も
二
百
年
ほ
ど
古
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、『
風
葉

和
歌
集
』
へ
の
興
味
関
心
も
、
従
前
は
幕
末
期
の
国
学
者
に
つ
い
て
主
に
着
目

さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
光
政
が
そ
れ
に
先
行
し
て
い
た
と
い
う
考
え

方
も
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
『
増
訂
校
本
風
葉
和
歌
集
』
で
は
、
村
田
春
門
（
一
七
六
五
～
一
八
三
六
）

校
合
本
（
焼
失
）
や
「
大
野
氏
（
＝
大
野
広
城
）
の
本
」（
狩
野
文
庫
本
に
記

載
の
あ
る
本
、
実
物
は
当
初
か
ら
所
在
不
明
）
が
二
十
巻
改
編
本
で
あ
っ
た
ら

し
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、後
者
に
つ
い
て
は「
大
野
氏
の
所
作
」

に
よ
る
改
編
ま
で
も
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
近
年
、
石
川
県
立
図
書
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三
九

館
蔵
川
口
文
庫
本
や
国
文
学
研
究
資
料
館
本
の
出
現
に
よ
り
、
こ
の
時
期
の
具

体
的
な
二
十
巻
改
編
本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
静
嘉

堂
文
庫
本
は
二
十
巻
改
編
本
に
巻
数
名
を
墨
書
で
補
訂
・
訂
正
し
た
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
本
と
穂
久
邇
文
庫
蔵
嘉
永
元
年
写

本
は
、
こ
う
し
た
二
十
巻
本
の
影
響
の
下
、
巻
序
に
混
乱
を
来
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
写
本
群
の
う
ち
ど
れ
か
が
続
々
群
書
類
従
本
、
国
歌
大
系
本
に

つ
な
が
っ
た
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
（
４
）。

　

確
認
す
べ
き
は
、
続
々
群
書
類
従
本
型
の
二
十
巻
改
編
本
が
、
ひ
と
ま
ず
江

戸
時
代
中
期
以
前
を
遡
り
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
全
体
の
写
本
群
を
通
し
て
見

て
も
少
数
派
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、従
前
は
「
改
編
本
」

一
般
を
後
発
の
悪
本
と
し
て
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
の
は
当
然
と
さ
え
言
え
る
だ

ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
光
政
抜
書
本
の
調
査
に
よ
り
、
広
義
の
二
十
巻
改
編
本
は

江
戸
時
代
の
前
期
に
そ
の
存
在
が
示
唆
さ
れ
、
か
つ
そ
れ
が
大
名
家
に
流
布
し

た
そ
れ
な
り
に
影
響
力
の
あ
る
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、

光
政
本
と
従
前
の
改
編
本
（「
釋
教
を
第
八
卷
と
な
し
離
別
を
第
九
卷
と
な
し

羈
旅
を
第
十
卷
と
な
し
哀
傷
以
下
是
に
な
ら
ひ
て
二
卷
お
く
れ
に
な
り
て
雑
二

を
第
十
九
巻
と
な
し
雑
三
を
第
二
十
卷
と
せ
り
」（
狩
野
文
庫
本
・
第
一
冊
見

返
し
の
朱
筆
））
は
、「
哀
傷
」
と
「
賀
」
の
位
置
が
異
な
っ
て
お
り
、
全
く
同

様
な
改
編
と
は
言
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
複
数
の
人
物
に

よ
っ
て
、
異
な
る
時
期
に
、
異
な
る
結
果
を
生
み
出
し
た
改
編
の
あ
っ
た
こ
と

を
意
味
す
る
。
光
政
本
の
部
立
や
そ
の
奥
書
が
示
す
よ
う
に
、
既
に
江
戸
時
代

前
期
に
お
い
て
『
風
葉
和
歌
集
』
の
改
編
自
体
は
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
従
前
の
大
野
広
城
や
賀
茂
季
鷹
ら
に
改
編
者
を
当
て
る
こ

と
（
５
）
は
間
違
い
で
は
な
い
が
、
彼
ら
が
『
風
葉
和
歌
集
』
の
唯
一
絶
対
の
改

編
者
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
あ
た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

二
十
巻
本
へ
の
改
編
を
促
し
た
も
の
、
そ
れ
は
ど
の
時
代
に
お
い
て
も
、

二
十
巻
で
構
成
さ
れ
る
勅
撰
集
の
影
響
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。『
風
葉

和
歌
集
』
の
擬
勅
撰
集
化
と
い
う
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
る
わ
け
だ
が
、
今
後

は
ど
こ
ま
で
こ
の
改
編
本
が
広
が
り
を
得
た
の
か
、
さ
ら
に
調
べ
て
い
き
た
い

と
思
う
。

　
（
３
）
九
、
風
葉
和
歌
拔
書　
【
書
跡
494-

３-

１
・
２
】

　

二
帖
。
折
本
。
縦
九
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
九
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

　

池
田
綱
政
に
よ
る
跋
に
「
風
葉
和
謌
集
抜
書　

故
羽
林
次
將
光
政
朝
臣
御
手

跡
無
疑
者
也　

元
禄
庚
辰　

左
少
將
綱
政　

判
（
徳
壽
）」
と
あ
る
。
小
本
（
参

勤
交
代
時
に
お
け
る
携
帯
用
か
）。

　

袋
書
き
に
「
故
大
御
納
戸　

光
政
公
御
筆　

風
葉
和
謌
御
抜
書　

二
帖
」
と

あ
り
、
袋
の
貼
紙
に
「
光
政
公
楓マ
マ

葉
和
哥
集
抜
書　

甲
帖
準　

二
帖　

７　

庚

四
」「
準
備　

甲
帖　

第
七
號
」
と
あ
る
。
ま
た
、
書
帙
に
「
四
十
八
（
朱
）　

風
葉
和
謌
抜
書
」
と
あ
る
。

　

上
巻
冒
頭
第
一
首
「
中
宮
い
ま
た
内
の
お
と
ゝ
の
も
と
に
お
は
し
ま
し
け
る

比
き
こ
え
さ
せ
給
け
る　

人
た
か
へ
の
御
門
の
御
哥　

い
か
は
か
り
な
み
た

の
か
す
の
お
つ
る
を
か
も
の
思
ふ
と
は
人
の
い
ひ
け
ん
（
巻
十
一
・
七
六
四
）」

第
二
首
「
女
院
の
大
納
言
に
の
た
ま
は
せ
る　

小
倉
尋
る
の
院
御
哥　

う

ち
つ
け
の
契
と
人
の
お
も
ふ
ら
ん
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
を
し
ら
せ
て
し
哉
（
巻

十
一
・
七
六
五
）」
第
三
首
「
あ
ひ
思
侍
ら
さ
り
け
る
お
と
こ
の
も
と
に
つ

か
は
し
け
る　

さ
と
の
し
る
へ
の
式
部
卿
の
み
こ
の
大
君　

し
る
ら
め
や

戀
ひ
し
と
た
に
も
い
へ
は
え
に
お
も
へ
は
む
ね
の
さ
は
く
こ
ゝ
ろ
を
（
巻

十
一
・
七
六
六
）」
第
四
首
「
女
を
引
と
ゝ
め
て
よ
み
侍
け
る　

を
た
え
の
沼
の
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四
〇

原　

豊
二　

池
田
光
政
と
「
抜
書
」

春
宮
の
大
夫　

忍
ふ
へ
き
心
ち
や
は
す
る
か
す
な
ら
ぬ
身
に
つ
ゝ
め
と
も
あ
ま

る
お
も
ひ
を
（
巻
十
一
・
七
六
七
）」
上
巻
、
五
十
二
首
。

　

下
巻
冒
頭
第
一
首
「
ね
の
日
に
野
に
出
て
よ
み
侍
け
る　

忍
も
ち
す
り
の
右

大
臣　

君
か
代
を
い
と
ゝ
も
の
へ
に
ひ
く
松
は
ね
さ
へ
そ
ふ
か
き
た
め
し
な
り

け
る
（
巻
一
・
一
〇
）」
第
二
首
「
題
し
ら
す　

時
雨
の
源
大
納
言
家
宰
相　

君

か
た
め
春
の
お
ほ
の
を
し
め
た
れ
は
ち
よ
の
か
た
み
に
つ
め
る
わ
か
な
そ
（
巻

一
・
一
一
）」
第
三
首
「
山
さ
と
に
住
け
る
比
い
と
あ
や
し
き
女
と
も
の
若
な
つ

む
を
み
て　

濱
ゆ
ふ
の
兵
衛　

霞
た
つ
野
へ
の
こ
ゝ
ろ
も
は
つ
か
し
く
何
今
更

に
わ
か
な
つ
む
ら
ん
（
巻
一
・
一
二
）」
第
四
首
「
余
所
な
か
ら
た
に
け
ち
か
き

さ
ま
な
ら
は
と
思
ふ
人
に
つ
か
は
し
け
る　

ひ
ゐ
こ
か
し
つ
く
の
頭
中
将　

霞

む
た
に
隔
さ
り
せ
は
春
の
色
を
よ
そ
に
み
つ
ゝ
も
な
く
さ
め
て
ま
し
（
巻
一
・

一
九
）」
下
巻
、
四
十
一
首
。

　

全
九
十
三
首
を
所
収
し
て
い
る
。
上
巻
は
戀
部
を
、
下
巻
は
春
部
の
歌
を
収

め
て
い
る
。

　
（
４
）
一
〇
、
風
葉
集
拔
書
【
書
籍
504-

１
】

　

一
冊
。
袋
書
き
に「
光
政
公
御
筆　

風
葉
集
抜
書　

壱
冊
」、袋
の
貼
紙
に「
甲

雑
準　

自
76
至
82
ノ
内　

76　

庚
五
」と
あ
る
。縦
一
五
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
一
四
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
外
題
「
風
葉
集
拔
書
」
と
あ
っ
て
、
表
紙
の

貼
紙
に
朱
で
「
拾
八
号
」
と
あ
る
。
表
紙
は
金
の
散
ら
し
模
様
。
列
帖
装
。
料

紙
は
薄
様
で
、
色
紙
、
雲
母
刷
な
ど
を
用
い
る
。
墨
付
五
十
一
丁
。

　

部
立
が
あ
る
。「
春
上
」「
春
下
」「
夏
」「
秋
上
」「
秋
下
」「
冬
」「
神
祇（
釋
教
も

含
む
）」「
雑
一
」「
雑（
二
か
）」「
雑
三
」「
離
別
」「
羈
旅
」「
哀
傷
」の
順
で
あ
る
。

　

本
資
料
は
神
宮
文
庫
所
蔵
の
抜
書
本『
風
葉
和
歌
集
』と
、部
立
順
な
ら
び
に

そ
の
所
収
歌
に
お
い
て
す
べ
て
が
一
致
し
て
い
る
。作
者
が
欠
落
し
て
い
る
と

こ
ろ
や
、目
移
り
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
含
め
て
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
資
料【
書
籍
504-

１
】は
、神
宮
文
庫
本
と
同
一
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
神
宮
文
庫
抜
書
本
が
一
回
的
な
抜
書
で
は
な
く
、
一
定

の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
広
が
り
を
得
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

神
宮
本
は
延
宝
二
年
の
書
写
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
光
政
筆
と
あ
る
か
ら
、
お

そ
ら
く
神
宮
文
庫
本
よ
り
は
や
や
古
い
時
期
の
書
写
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

な
お
、【
書
跡
437
・
438
】
に
つ
い
て
も
、
春
部
・
夏
部
・
秋
部
・
冬
部
・
雑
一

の
所
収
歌
が
神
宮
本
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
関
係
性
を

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
（
５
）
一
一
、
風
葉
和
歌
集
拔
書　

一
冊

　

現
在
の
と
こ
ろ
林
原
美
術
館
で
の
所
蔵
が
確
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
他

蔵
な
い
し
は
散
逸
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
。

　
（
６
）
一
二
、
風
葉
和
歌
集
拔
書　

一
巻

　
（
５
）
と
同
様
に
、
現
在
の
と
こ
ろ
林
原
美
術
館
で
の
所
蔵
が
確
認
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
。

　
（
７
）
一
三
、
拾
遺
百
番
歌
合
【
書
跡
480
】

　

箱
書
き
に
「
拾
遺
百
番
哥
合
拔
書
」
と
あ
る
。
巻
子
本
。
一
巻
。
縦
九
・
六

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
二
寸
五
分
で
は
な
い
。『
池
田
光
政
公
傳
』
の
「
竪
二
寸
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原　

豊
二　

池
田
光
政
と
「
抜
書
」

四
一

五
分
」
の
記
述
は
罫
内
を
い
う
か
）。

　

冒
頭
第
一
首
「
六
條
院
都
に
か
へ
り
た
ま
ひ
て
後
住
吉
に
ま
う
て
た
ま
へ
る

に
浦
つ
た
ひ
の
風
の
さ
は
き
も
お
も
ひ
い
て
ゝ
た
ち
い
て
さ
せ
給
ひ
つ
る
に
き

こ
え
さ
せ
け
る　

参
議
惟
光
朝
臣　

す
み
よ
し
の
松
こ
そ
も
の
は
か
な
し
け
れ

神
世
の
こ
と
を
か
け
て
お
も
へ
は
（
六
十
三
番
左
）」
第
二
首
「
む
か
し
の
契

た
か
へ
す
め
く
り
あ
ひ
て　

朝
倉
女
君　

あ
は
れ
と
も
う
し
と
も
え
こ
そ
い
は

し
ろ
の
野
中
の
松
の
む
す
ほ
ゝ
れ
つ
ゝ
（
六
十
三
番
右
）」
第
三
首
「
小
野
に

住
こ
ろ
あ
ま
君
初
瀬
に
ま
う
つ
と
て
さ
そ
ひ
け
れ
は　

浮
舟　

は
か
な
く
て
よ

に
ふ
る
川
の
う
き
せ
に
は
た
つ
ね
も
ゆ
か
し
二
本
の
杦
（
六
十
五
番
左
）」
第

四
首
「
母
宣
旨
身
ま
か
り
け
る
後
関
白
と
ふ
ら
ひ
た
ま
へ
り
け
る
返
し　

承
香

殿
小
宰
相　

た
れ
も
み
な
な
か
ら
ふ
ま
し
き
露
の
よ
も
な
と
言
葉
を
と
ゝ
め
を

き
け
ん
（
六
十
五
番
右
）」。
九
十
二
番
左
が
最
終
歌
。
全
四
十
六
首
。
五
十
二

番
歌
以
降
の
歌
を
抜
き
出
し
て
い
る
。
光
政
は
『
拾
遺
百
番
歌
合
』
の
後
半
に

興
味
が
あ
っ
た
の
か
。

　
（
８
）
一
四
、
拾
遺
百
番
歌
合　

一
冊　
【
書
跡
501-

15
】

　

列
帖
装
。
一
冊
。
縦
一
九
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
六
・
七
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
。
袋
書
き
に
「
拾
遺
百
番
歌
合
」
と
あ
る
。
袋
の
貼
紙
に
「
光
政
公　

甲

雜
準
50　

癸
四
」
と
あ
る
。
外
題
（
表
紙
直
書
）
に
「
拾
遺
百
番
謌
合
」
と
あ

り
貼
紙
に
「
準
備　

雜
甲　

第
50
號
」
と
あ
る
。
内
題
「
拾
遺
百
番
哥
合
」。

墨
付
八
十
二
丁
。

　

次
の
よ
う
な
朱
書
き
が
十
二
箇
所
に
あ
る
。「
池
大（
二
番
左
）」「
池
主（
十
三

番
右
）」「
伊
頼
（
十
六
番
左
）」「
嘉
忠
（
三
十
番
左
）」「
小
源
（
三
十
四
番
右
）」

「
加
甚
（
六
十
三
番
右
）」「
三
道
（
七
十
八
番
左
）」「
後
友
（
八
十
六
番
左
）」「
尾

深
（
九
十
三
番
左
）」「
岩
七
（
九
十
八
番
左
）」「
高
文
（
作
者
目
録
左
方
）」「
片

七（
作
者
目
録
右
方
）」。（　

）内
は
お
お
よ
そ
の
位
置
。
う
ち「
池
大
」「
池
主
」

は
料
紙
上
部
に
、
他
は
下
部
に
あ
る
。
こ
れ
ら
は
人
名
で
あ
り
、
姓
氏
の
省
略

表
記
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
写
本
の
筆
跡
は
所
々
変
化
し
て
お
り
、
そ
れ

が
お
お
よ
そ
こ
の
朱
筆
部
分
で
分
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
写
本
は
複
数
の

書
写
者
に
よ
る
寄
合
書
き
と
考
え
ら
れ
る
。
書
写
者
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
追

う
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
本
写
本
は
池
田
光
政
が
す
べ
て
写
し
た

と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
光
政
真
筆
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
比
べ

て
み
る
と
、本
写
本
の
う
ち
光
政
筆
と
認
め
ら
れ
る
の
は
「
外
題
」「
内
題
」「
墨

付
け
一
丁
目
の
表
か
ら
二
丁
目
の
裏
ま
で
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
表
紙
に
加
え
、

本
紙
の
う
ち
和
歌
の
一
番
目
左
右
に
相
当
す
る
。
よ
っ
て
、
以
降
は
す
べ
て
家

臣
に
よ
る
書
写
で
あ
り
、「
池
田
光
政
等
筆
『
拾
遺
百
番
歌
合
』」
と
表
記
し
た

方
が
よ
い
。

　

本
文
の
系
統
で
あ
る
が
、『
拾
遺
百
番
歌
合
』
が
も
と
も
と
『
物
語
二
百
番

歌
合
』
の
後
半
（『
後
百
番
歌
合
』）
で
あ
り
、
そ
の
前
半
部
『
百
番
歌
合
』
と

の
関
わ
り
を
意
識
し
な
い
わ
け
に
も
い
か
ず
、
安
易
に
片
付
け
ら
れ
る
問
題
で

は
な
い
。
反
面
、
こ
の
歌
合
の
撰
者
で
あ
る
藤
原
定
家
自
筆
本
が
穂
久
邇
文
庫

に
所
蔵
さ
れ
、
現
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
久
曾
神

昇
氏
（
６
）
は
こ
れ
を
前
稿
本
と
後
稿
本
に
分
け
た
が
、
近
年
、
土
井
知
子
氏
（
７
）

は
Ａ
系
統
、
Ｂ
系
統
、
Ｃ
系
統
に
分
類
し
た
。
久
曾
神
氏
の
分
類
で
あ
る
前
稿

本
を
Ａ
系
統
、
後
稿
本
を
Ｂ
系
統
と
し
、
新
た
に
Ｃ
系
統
を
立
て
て
い
る
。
土

井
氏
の
分
類
は
よ
り
多
く
の
写
本
の
調
査
に
拠
っ
て
お
り
、
ひ
と
ま
ず
こ
の
分

類
に
従
う
。
結
論
か
ら
言
っ
て
、
当
該
写
本
は
一
部
に
そ
の
特
徴
が
見
ら
れ
な

い
も
の
の
、
お
お
よ
そ
Ｃ
系
統
の
も
の
と
考
え
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。
当
該

本
の
作
者
目
録
に
「
参
河
開
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
Ｃ
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こ
れ
が
所
蔵
さ
れ
た
の
は
、
一
部
分
と
は
い
え
、
光
政
筆
部
分
が
あ
っ
た
た
め

で
あ
り
、
池
田
家
に
お
い
て
こ
れ
が
特
別
な
本
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ

た
か
ら
に
違
い
な
い
（
８
）。
光
政
と
家
臣
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
も
こ
の
写

本
は
興
味
深
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
光
政
に
し
て
も
単
に
こ
の
本
を
写
す
と
い

う
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。
藩
主
と
家
臣
と
の
共
同
作
業
で
あ
る
こ
と
も
重
要

で
あ
り
、
彼
ら
の
紐
帯
が
文
芸
の
享
受
と
い
う
形
で
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
地
味
な
作
業
で
は
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
光
政
と
家
臣
と
の
具
体

的
な
距
離
感
を
示
す
資
料
で
も
あ
り
、
政
治
的
な
主
従
関
係
と
は
ま
た
微
妙
に

異
な
る
で
あ
ろ
う
文
芸
上
の
人
間
関
係
を
量
る
こ
と
も
可
能
だ
。
よ
り
多
く
の

部
分
を
写
し
た
家
臣
、
例
え
ば
「
小
源
」
が
誰
か
な
ど
が
わ
か
れ
ば
、
当
時
の

藩
内
で
の
人
間
関
係
、
人
間
模
様
が
垣
間
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
９
）
一
五
、
拾
遺
百
番
謌
合
拔
書
【
書
跡
467
】

　

箱
書
き
に
「
拾
遺
百
番
謌
合
」
と
あ
る
。
箱
の
貼
紙
に
「
光
政
公
御
筆
」「
故

大
御
納
（
戸
）」「
第
十
四
号
」「
書
九
七
」
と
あ
る
。
箱
の
内
底
の
貼
紙
に
「
平

業
兼
卿
之
手
跡
之
本
以
書
写
异
」、
箱
の
蓋
裏
の
貼
紙
に
「
少
将
様
御
筆
」
と

あ
る
。
軸
の
包
紙
に
「
光
政
公
様
筆　

拾
遺
百
番
謌
合　

拔
書
」
と
あ
る
。
内

題「
拾
遺
百
番
歌
合　

拔
書
」。巻
子
本
。一
軸
。縦
二
四
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

　

冒
頭
第
一
首
「
中
納
言
帰
朝
の
後
御
前
宴
に
候
て
箏
の
こ
と
つ
か
う
ま
つ
る

に
御
そ
ぬ
き
て
た
ま
は
す
と
て　

わ
か
れ
て
は
雲
井
の
月
も
く
も
り
つ
ゝ
か
は

か
り
す
め
る
景
も
み
さ
り
き
（
三
十
四
番
右
）」
第
二
首
「
宇
治
に
て
な
か
め

は
れ
ぬ
比
大
将
水
ま
さ
る
遠
の
さ
と
人
い
か
な
ら
ん
と
侍
り
け
れ
は　

う
き
ふ

ね　

さ
と
の
な
を
わ
か
身
に
し
れ
は
山
城
の
う
ち
の
わ
た
り
そ
い
と
ゝ
住
う
き

（
三
十
五
番
左
）」
第
三
首
「
母
の
あ
ま
君
身
ま
か
り
に
け
る
後　

よ
し
の
ゝ
姫

系
統
本
が
久
曽
神
分
類
の
前
稿
本
・
後
稿
本
の
い
ず
れ
に
も
入
ら
ず
、
ま
た
そ

れ
ら
の
写
本
が
す
べ
て
江
戸
時
代
の
書
写
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
土
井
氏

は
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
土
井
氏
は
Ｃ
系
統
写
本
を
、
松
平
本
・
彰
考
館
本
・

伊
達
本
と
類
従
本
・
三
手
本
と
に
分
類
し
て
い
る
。
当
該
写
本
は
、「
物
語
目
録
」

に
あ
る
「
水
濱
松
」
と
い
う
表
記
や
「
作
者
目
録
」
の
有
無
等
か
ら
、
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
、
前
者
の
松
平
本
・
彰
考
館
本
・
伊
達
本
の
群
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
そ
う
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
八
十
四
番
の
詞
書
の
表
記
な
ど
、
明
ら
か
に

松
平
本
・
彰
考
館
本
・
伊
達
本
と
は
違
っ
た
本
文
を
持
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て

は
留
意
し
て
お
き
た
い
。本
文
系
統
論
自
体
に
深
入
り
す
る
こ
と
は
今
は
避
け
、

当
該
写
本
に
お
い
て
特
徴
を
見
出
す
と
す
れ
ば
、
こ
れ
が
武
家
伝
来
の
本
で
あ

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
仮
に
こ
の
写
本
が
Ｃ
系
統
で
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
の
場

合
、
他
の
Ｃ
系
統
の
本
が
肥
前
松
平
家
や
水
戸
徳
川
家
、
仙
台
伊
達
家
に
伝
来

し
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
は
可
能
で
あ

ろ
う
。
推
測
す
る
に
、光
政
本
は
武
家
・
大
名
家
に
流
布
し
た『
拾
遺
百
番
歌
合
』

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
伝
来
の
み
な
ら
ず
本
文
系
統
か

ら
も
補
助
線
を
引
く
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
光

政
本
の
祖
本
が
何
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
論
証
は
で
き
な
い
し
、

あ
ま
り
意
味
も
な
い
よ
う
に
思
う
。
以
下
推
測
も
含
む
が
お
お
よ
そ
の
ス
ケ
ッ

チ
と
し
て
言
え
ば
、光
政
は
他
の
武
家
な
い
し
は
大
名
か
ら
『
拾
遺
百
番
歌
合
』

を
借
り
た
。
こ
れ
は
、あ
く
ま
で
『
拾
遺
百
番
歌
合
』
で
あ
り
、『
後
百
番
歌
合
』

と
し
て
で
は
な
い
。
そ
れ
を
、
自
身
が
表
紙
の
外
題
と
冒
頭
の
み
を
写
し
、
残

り
を
家
臣
に
書
か
せ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
家
臣
た
ち
は
む
し
ろ
喜
ん
で
そ

の
作
業
に
従
事
し
た
が
、
こ
れ
は
光
政
が
自
分
用
の
本
を
作
成
し
た
と
い
う
意

味
に
な
る
。
よ
っ
て
、
他
に
二
点
あ
る
抜
書
は
、
こ
の
書
写
作
業
以
降
に
作
ら

れ
た
可
能
性
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
池
田
家
を
通
じ
て
、
林
原
美
術
館
に
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原　

豊
二　

池
田
光
政
と
「
抜
書
」

四
三

息　

壱
冊　
（
跋
・
寛
文
七
年
丁
未
神
無
月
十
一
日　

光
）
ト
ア
リ
」、
袋
の
貼
紙

に
「
甲
雑
準　

自
76
至
82
ノ
内
80　

庚
五
」
と
あ
る
。
表
紙
に
菖
蒲
の
絵
、
ま
た

「
準
備　

雑
甲　

第
八
〇
號
」
と
あ
る
貼
紙
が
あ
る
。
見
返
し
は
金
泥
に
菱
紋
。

色
紙
に
雲
母
刷
。
巻
末
に
「
寛
文
七
年
丁
未
神
無
月
十
一
日　

光
」
と
あ
る
。

　

部
立
が
あ
る
。「
春
上
」「
夏
」「
秋
」「
冬
」「
神
祇
」「
雑
」「
雑
二
」「
雑
三
」「
離
別
」

「
恋
一
」「
恋
二
」「
恋
三
」「
恋
四
」「
恋
五
」「
哀
傷
」「
賀
」の
順
。
全
六
十
四
首
。

　
（
11
）
参
考
・
池
田
綱
政
筆
の
『
風
葉
和
歌
集
』

　

林
原
美
術
館
に
は
、
光
政
の
息
で
二
代
岡
山
藩
主
の
池
田
綱
政
（
一
六
三
八

～
一
七
一
四
）
の
書
写
と
さ
れ
る
『
風
葉
集
御
拔
書
』【
書
跡
545-

12
】
が
あ
る
。

縦
一
八
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、横
四
九
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。『
風
葉
和
歌
集
』

の
一
三
四
四
歌
、
一
三
四
五
歌
、
一
三
四
七
歌
、
六
一
歌
、
六
二
歌
、
六
三
歌

が
採
録
さ
れ
、『
枕
草
子
』
が
五
章
段
、『
拾
遺
百
番
歌
合
』
が
七
首
（
十
九
番

左
、
十
九
番
右
、
二
十
番
左
、
二
十
一
番
左
、
二
十
二
番
右
、
二
十
三
番
右
、

二
十
五
番
左
）
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
慶
應
義
塾
大
学
に
は
「
風
葉
和
哥
集　

20
巻
存
巻
11　

伝
池
田
綱
政

筆
〔
江
戸
前
期
〕
写　

１
冊
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。『
風
葉
集
』
巻
十
一
の
零

本
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
昭
和
十
一
年
十
一
月
」
に
「
慶
應
義
塾
図
書
館
」

へ
「
花
房
子
爵
家
」
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
が
印
記
か
ら
わ
か
る
。「
花
房
子

爵
家
」
は
旧
岡
山
藩
士
の
家
柄
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
綱
政
真
筆
と
見
て
問

題
は
な
い
と
稿
者
は
考
え
る
。

　

光
政
の
次
の
世
代
に
ま
で
『
風
葉
和
歌
集
』
を
め
ぐ
る
営
為
が
継
承
さ
れ
た

こ
と
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
世
代
を
越
え
て
の
受
容
の
あ
り
方
は
、
新
た

な
資
料
の
調
査
も
含
め
て
、
な
お
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

君　

み
よ
し
の
ゝ
ゆ
き
の
な
か
に
も
す
み
わ
ひ
ぬ
い
つ
れ
の
山
を
い
ま
は
た
つ

ね
む
（
三
十
五
番
右
）」
第
四
首
「
長
雨
の
こ
ろ
う
き
舟
の
君
に　

兵
部
卿
の

み
こ　

な
か
め
や
る
そ
な
た
の
雲
も
見
え
ぬ
ま
て
そ
ら
さ
へ
く
る
ゝ
比
の
わ
ひ

し
さ
（
三
十
六
番
左
）」
全
五
十
三
首
。
最
終
歌
は
九
十
二
番
右
。

　

本
写
本
は
三
十
四
番
右
以
降
の
歌
を
抜
き
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。『
拾

遺
百
番
歌
合
』
で
は
左
方
は
百
首
全
て
が
『
源
氏
物
語
』
の
歌
で
あ
る
が
、
右

方
は
『
夜
の
寝
覚
』
二
十
首
、『
浜
松
中
納
言
物
語
』
十
五
首
、
以
下
は
す
べ

て
散
逸
物
語
で
あ
る
が
、『
参
河
に
さ
け
る
』
十
五
首
、『
朝
倉
』
十
三
首
、『
左

も
右
も
袖
ぬ
ら
す
』
十
首
、『
心
た
か
き
』
十
首
、『
古
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』

六
首
、『
露
の
宿
』
五
首
、『
末
葉
の
露
』
三
首
、『
海
人
の
苅
藻
（
原
作
）』
三

首
と
な
っ
て
い
る
。
左
方
の
『
源
氏
物
語
』
の
和
歌
の
場
面
や
内
容
に
つ
い
て

も
相
関
は
あ
る
の
で
一
概
に
は
言
え
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
本
写
本
で
そ

の
抜
書
が
避
け
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、『
夜
の
寝
覚
』
と
『
浜
松
中

納
言
物
語
』
の
と
こ
ろ
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
特
に
前
者
は
顕
著
で
あ
ろ
う
。

光
政
の
趣
味
に
こ
の
両
作
品
が
合
わ
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、

一
方
で
後
世
に
伝
わ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
散
逸
物
語
へ
の
関
心
の
強
さ
に
よ
る

も
の
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
も
う
一
つ
の
抜
書
が
六
十
三
番
以
降
の
歌
を
抜
き

出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
光
政
の
趣
向
が
『
源
氏
物
語
』
を
除
い
て
は
む
し
ろ

散
逸
物
語
に
あ
っ
た
の
だ
と
言
え
な
く
も
な
い
。

　
（
10
）
三
四
、
集
書
（
和
歌
抄
）【
書
跡
504-

４
】

　
「
集
書
」
は
和
歌
集
な
ど
を
収
め
た
も
の
で
、
そ
の
巻
末
に
「（
内
題
）
風
葉
和

謌
集
抜
書
」
と
あ
る
。
一
冊
。
縦
一
八
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
八
・
七
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
。
外
題
は
「
集
書
」。
袋
書
き
に
「
光
政
公
御
筆　

集
書　

至
誠
無
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と
し
て
選
ば
れ
た
理
由
が
判
然
と
し
な
い
。
國
學
院
大
学
の
所
蔵
と
し
て
『
風

葉
和
歌
集
』
の
抜
書
（
九
十
四
首
）
が
あ
る
（
10
）
。
こ
れ
は
池
田
亀
鑑
の
旧
蔵

書
で
南
北
朝
時
代
の
書
写
と
さ
れ
て
い
る
（
11
）
。
ま
た
、
既
に
神
宮
文
庫
抜
書

本
（
一
九
七
首
）
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
宮
内
庁
書
陵
部
に

は
『
後
百
番
歌
合
ぬ
き
が
き
』
写
本
一
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、こ
ち
ら
は
『
拾

遺
百
番
歌
合
』
の
抜
書
で
あ
る
（
12
）
。
管
見
で
は
、
従
前
に
確
認
さ
れ
た
こ
の

両
歌
集
の
抜
書
は
こ
の
三
点
に
留
ま
っ
て
お
り
、
決
し
て
多
く
は
な
い
（
13
）
。

つ
ま
り
、
光
政
の
こ
の
両
歌
集
に
関
す
る
営
為
は
ど
う
や
ら
そ
れ
ほ
ど
普
遍
的

な
広
が
り
の
あ
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
前
例
の
少
な

い
こ
と
を
繰
り
返
し
こ
の
両
歌
集
に
つ
い
て
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
光
政
自

身
の
興
味
関
心
に
物
語
文
学
作
品
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
も

可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、光
政
自
筆
資
料
と
し
て
『
源
氏
表
白
』【
書

跡
479-

１
】
が
林
原
美
術
館
に
あ
る
こ
と
も
、
物
語
へ
の
興
味
を
い
く
ら
か
で

も
示
唆
す
る
こ
と
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

一
方
で
、
光
政
自
筆
資
料
が
勅
撰
集
や
私
家
集
、
儒
書
や
仏
典
に
及
ぶ
こ
と

を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
れ
が
物
語
文
学
に
特
に
限
定
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
も
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、
光
政
の
物
語
文
学
へ
の
興
味
関
心
が
い
っ
た
い

ど
の
範
囲
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
冷
静
に
見
定
め
る
こ
と
も

同
時
に
必
要
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

今
後
は
、
和
歌
集
な
ど
の
他
の
光
政
自
筆
資
料
の
調
査
も
併
せ
て
行
い
、
光

政
と
そ
の
周
辺
の
文
芸
空
間
の
要
諦
を
押
さ
え
た
い
と
思
う
。

　
　
　

六
、
結
論

　

以
下
、
結
論
を
記
し
た
い
。

　
　
　

五
、
考
察

　

抜ぬ
き
が
き書
と
い
う
行
為
は
、「
王
者
」
の
行
為
と
言
っ
て
よ
い
（
９
）。
宸
筆
に
多
く

の
抜
書
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
傾
向
は
「
抜
書
」
の
意
味
を
自
ず
と
説
明
す
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
古
筆
学
の
成
果
を
見
る
ま
で
も
な
く
、
抜
書
と
い
う
行
為
が

特
定
の
地
位
に
あ
る
人
物
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
、
と
い
う
考
え
方
は
通
底
し
て

い
る
。
問
題
は
武
家
に
よ
る
抜
書
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
本
来
は
主

に
天
皇
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
は
ず
の
抜
書
が
、
近
世
大
名
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る

意
味
は
単
純
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
や
は
り
彼
ら
の
「
王
者
」
性
な
る
も
の
に

起
因
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
け
れ
ど
も
、
一
方
で
近
世
大
名
た
ち
が
宸
筆

や
将
軍
筆
を
軽
視
す
る
ど
こ
ろ
か
特
に
珍
重
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
既
成
の

身
分
や
価
値
大
系
を
凌
駕
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
、
こ
の

「
抜
書
」
は
藩
内
で
の
営
為
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
藩
主
と
そ
の
統
治
が
世

襲
化
・
長
期
化
・
安
定
化
す
る
中
で
、
そ
の
権
威
が
強
ま
っ
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

　

光
政
の
抜
書
の
傾
向
は
、
そ
の
書
写
部
分
の
長
さ
で
あ
ろ
う
。
中
に
は
『
風

葉
和
歌
集
』
約
一
千
四
百
首
超
の
う
ち
、
そ
の
三
百
四
十
五
首
を
抜
書
し
て
い

る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
だ
い
だ
い
四
分
の
一
の
量
に
相
当
す
る
。
よ
っ
て
中

世
の
宸
筆
に
よ
る
抜
書
の
枠
に
は
収
ま
ら
な
い
好
事
家
的
な
あ
り
方
さ
え
見
出

せ
る
よ
う
に
思
う
。
た
だ
し
、
神
宮
文
庫
抜
書
本
と
採
録
歌
が
全
く
同
じ
も
の

が
あ
り
、
あ
る
い
は
そ
の
採
録
歌
を
基
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
も
の
も
多
い
の

で
、
光
政
自
身
に
よ
る
採
録
歌
の
選
択
が
具
体
的
に
ど
こ
ま
で
あ
っ
た
か
は
、

な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

　

問
題
な
の
は
、な
ぜ『
風
葉
和
歌
集
』の
抜
書
な
の
か
、な
ぜ『
拾
遺
百
番
歌
合
』

の
抜
書
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
両
歌
集
が
「
抜
書
」
の
対
象
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注

（
１
）『
池
田
光
政
公
傳
』（
池
田
家
、
一
九
三
二
）
参
照
。

（
２
）
浅
利
尚
民
「
旧
岡
山
藩
主
池
田
家
の
近
代
に
お
け
る
文
化
財
管
理
の
実

態
に
つ
い
て
」『
林
原
美
術
館
紀
要
・
年
報
』
三
号
（
二
〇
〇
八
）、
な
ら
び
に

浅
利
尚
民
「「
池
田
光
政
所
用
品
」
の
伝
来
と
現
状
に
つ
い
て
」『
閑
谷
学
校
研

究
』
十
八
号
（
二
〇
一
四
）
参
照
。

（
３
）
藤
井
駿
・
水
野
恭
一
郎
・
谷
口
澄
夫
編
『
池
田
光
政
日
記
』（
国
書
刊
行

会
、
一
九
八
三
）
参
照
。

（
４
）
こ
の
う
ち
国
文
学
研
究
資
料
館
本
は
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
、

書
誌
を
記
し
た
い
。

　

写
本
。
縦
二
六
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
八
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で

大
本
六
冊
。
蔵
書
印
は
「
国
文
学
研
究
資
料
館
」
に
加
え
、「
国
證
蔵
書
之
印
」

「
毛
馬
内
図
書
記
」。
朱
の
書
入
れ
が
あ
る
。
江
戸
時
代
後
期
か
ら
末
期
に
か
け

て
の
書
写
か
。
外
題
な
し
。
内
題
「
風
葉
和
歌
集
」。
五
冊
目
の
末
に
「
此
風
葉

集
神
祇
部
尺
教
部
も
あ
り
と
覚
え
て
高
田
与
清
間
宮
永
好
狭
衣
物
語
に
書
添

た
る
記
見
ゆ
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
高
田
（
小
山
田
）
与
清
（
一
七
八
三
～

一
八
四
七
）」、「
間
宮
永
好
（
一
八
〇
五
～
一
八
七
二
）」
は
と
も
に
国
学
者
で

あ
る
。
部
立
な
ら
び
に
巻
序
は
、
一
冊
目
（
序
、
巻
第
一
・
春
上
、
巻
第
二
・

春
下
、
巻
第
三
・
夏
、
巻
第
四
・
秋
上
）、
二
冊
目
（
巻
第
五
・
秋
下
、
巻
第
六
・

冬
）、
巻
七
か
ら
巻
十
二
に
相
当
す
る
部
分
が
欠
、
三
冊
目
（
巻
第
十
三
・
戀
一
、

巻
第
十
四
・
戀
二
）、
四
冊
目
（
巻
第
十
五
・
戀
三
、
巻
第
十
六
・
戀
四
）、
五
冊

目
（
巻
第
十
七
・
戀
五
、
巻
第
十
八
・
雑
一
）、
六
冊
目
（
巻
第
十
九
・
雑
二
、

巻
第
二
十
・
雑
三
）
で
あ
る
。「
１
７
３
７
３
０　

平
成
22
年
11
月
29
日
」
の
受

入
印
が
あ
り
、近
年
の
収
集
で
あ
る
。和
古
書
請
求
番
号〔
タ
２-

274-

１
～
６
〕。

Ⅰ　

伝
本
状
況
の
決
し
て
良
い
と
は
言
え
な
い
『
風
葉
和
歌
集
』
の
伝
本
が
、

抜
書
と
は
い
え
新
た
に
五
本
の
確
認
調
査
の
で
き
た
こ
と
。（『
拾
遺
百
番

歌
合
』
は
三
本
。
綱
政
筆
は
除
く
。）

Ⅱ　

そ
れ
ら
の
書
写
者
が
池
田
光
政
と
い
う
大
名
で
あ
る
こ
と
で
、
そ
の
伝
来

に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
な
諸
相
を
見
通
せ
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
。

Ⅲ　

従
来
『
風
葉
和
歌
集
』
は
十
八
巻
本
が
通
行
本
で
あ
り
、
ま
た
江
戸
後
期

か
ら
明
治
期
に
か
け
て
二
十
巻
本
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
が
、
よ
り
正
確

に
は
二
十
巻
本
は
江
戸
前
期
ま
で
遡
る
と
い
う
こ
と
。
た
だ
し
、
江
戸

前
期
の
二
十
巻
本
は
既
に
知
ら
れ
た
二
十
巻
本
と
は
部
立
の
配
置
が
異

な
っ
て
い
る
。

Ⅳ　
『
風
葉
和
歌
集
』
抜
書
の
う
ち
神
宮
文
庫
本
と
光
政
書
写
本
に
つ
い
て
は

深
い
関
係
が
あ
る
ら
し
く
、
全
く
同
一
内
容
の
も
の
も
確
認
さ
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
江
戸
前
期
頃
に
『
風
葉
和
歌
集
』
の
抜
書
本
の
固
定
化
（
所
収

歌
の
指
定
）
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、『
風
葉
和
歌
集
抜
書
（
神
宮
文

庫
本
・
池
田
光
政
本
）』
な
る
一
書
の
認
定
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
（
13
）
。

Ⅴ　

二
十
巻
本
へ
の
改
編
と
部
立
の
異
同
は
、
関
連
し
て
考
察
す
べ
き
事
柄
で

あ
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
『
風
葉
和
歌
集
』
の
伝
来
の
一
端
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

Ⅵ　
『
風
葉
和
歌
集
』な
ど
へ
の
興
味
関
心
は
、光
政
に
留
ま
ら
ず
次
の
世
代
の

綱
政
に
も
引
き
継
が
れ
て
お
り
、『
風
葉
和
歌
集
』受
容
に
つ
い
て
は
光
政

個
人
に
加
え
て
池
田
藩
主
家
全
体
を
踏
ま
え
て
の
考
察
が
求
め
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
本
稿
に
示
し
得
た
事
柄
に
つ
い
て
は
、
継
続
的
な
調
査
、
な

ら
び
に
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
機
会
を
見
て
の
さ
ら
な
る
報
告
を

俟
た
れ
た
い
と
思
う
。
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（
14
）
神
宮
文
庫
本
に
つ
い
て
、『
増
訂
校
本
風
葉
和
歌
集
』
は
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　
　

�　

本
書
は
底
本
（
著
者
注
・
丹
鶴
叢
書
本
）
系
統
に
属
し
、
大
体
物
語
名

の
最
初
に
出
る
歌
を
春
上
よ
り
抜
書
し
た
も
の
で
、
百
九
十
七
首
の
中
四

季
が
百
三
十
五
首
を
占
め
、
春
の
み
で
五
十
九
首
取
っ
て
い
る
の
も
こ
の

故
で
あ
る
こ
と
が
了
解
出
来
る
。
そ
し
て
、
採
取
歌
は
一
物
語
に
対
し
て

一
首
が
普
通
で
あ
り
、
二
首
以
上
は
特
殊
な
場
合
で
、
二
首
採
取
の
半
数

は
贈
答
歌
で
あ
る
。
採
取
物
語
百
四
十
九
種
の
中

　
　
　

二
首　

十
九
種　

○
印
は
贈
答
又
は
竝
置
の
も
の

　
　
　
　

宇
都
保　
　

狭
衣　
　

松
浦
宮　

○
あ
さ
く
ら　

○
お
や
こ
の
中

　
　
　
　

か
ひ　

雲
井
の
月　

○
さ
ゝ
わ
け
し
朝　

○
す
ま
ひ　

　
　
　

○
た
な
は
た
の
つ
た
へ　
　

な
け
き
た
え
せ
ぬ　

○
萩
に
宿
か
る

　
　
　
　

は
つ
ね　

○
ふ
た
よ
の
友　

○
ま
よ
ふ
琴
の
ね　

○
み
か
き
は
ら

　
　
　
　

雪
の
う
ち　

○
女
す
ゝ
み　

○
女
の
す
く
せ
し
ら
す

　
　
　

三
首　

�

浜
松
（
神
宮
本
に
て
は
「
た
な
は
た
の
つ
た
へ
」
の
二
首
も
「
浜

松
」
な
れ
ば
五
首
な
れ
ど
）

　
　
　

十
二
首　

四
季

　
　
　

十
七
首　

源
氏

　
　

�

四
季
物
語
の
十
二
首
は
動
植
物
等
の
作
者
名
を
夫
々
物
語
名
と
誤
認
し
た

為
で
あ
ろ
う
し
〔
割
注
・
伴
直
方
の
物
語
書
目
備
考
も
同
様
に
列
挙
し
て

い
る
〕
源
氏
は
編
者
の
愛
好
心
か
ら
と
見
て
差
支
え
な
か
ろ
う
。

　
　

�　

尚
本
書
は
所
々
判
読
に
苦
し
む
所
は
あ
る
が
、
底
本
を
補
い
得
る
点
も

あ
り
、
そ
の
特
殊
な
巻
の
順
序
は
他
に
類
例
な
く
、
注
意
す
べ
き
一
伝
本

で
あ
る
。

　

ま
た
、
他
の
諸
本
に
つ
い
て
は
『
風
葉
和
歌
集
研
究
報
』
を
参
考
に
し
、
国

文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
て
確
認
し
た
。

　

な
お
、
小
川
陽
子
氏
も
巻
の
順
序
に
つ
い
て
の
言
及
を
し
て
い
る
。（「
和
学

者
た
ち
の
物
語
研
究
︱
物
語
目
録
の
作
成
と
『
風
葉
和
歌
集
』
享
受
を
中
心
に

︱
」『
平
安
文
学
の
古
注
釈
と
受
容
』
創
刊
号
（
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
〇
八
））。

（
５
）『
増
訂
校
本
風
葉
和
歌
集
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
６
）
竹
本
元
睍
・
久
曾
神
昇
『
定
家
自
筆
本
物
語
二
百
番
歌
合
と
研
究
』（
未

刊
国
文
資
料
刊
行
会
、
一
九
五
五
）
参
照
。

（
７
）
土
井
知
子
「『
拾
遺
百
番
歌
合
』
の
伝
本
に
つ
い
て
」『
成
城
国
文
学
』

二
十
六
号
（
二
〇
一
〇
）
参
照
。

（
８
）
注
（
２
）
の
浅
利
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
９
）
三
田
村
雅
子
「「
抜
書
」
は
王
者
の
ふ
る
ま
い
」『
記
憶
の
中
の
源
氏
物
語
』

（
新
潮
社
、
二
〇
〇
八
）、
な
い
し
は
原
豊
二
「「
抜
書
」
の
方
法　
『
源
氏
物
語
』

の
享
受
世
界
」『
古
典
籍
研
究
ガ
イ
ダ
ン
ス
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
二
）（『
源

氏
物
語
文
化
論
』（
新
典
社
、
二
〇
一
四
）
所
収
）
参
照
。

（
10
）
國
學
院
大
学
図
書
館
に
て
ウ
ェ
ブ
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）
こ
の
書
写
年
代
で
あ
る
が
、写
真
を
見
る
限
り
の
印
象
を
言
え
ば
、南
北

朝
期
の
書
写
か
ら
は
下
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。江
戸
時
代
の
初
期
か
ら
前

期
く
ら
い
の
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、こ
の
資
料
に
つ
い
て
の

年
代
指
定
の
根
拠
は
書
風
と
料
紙
以
外
に
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、「
南
北
朝
」
と

い
う
認
定
も
今
一
度
再
考
す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。後
説
を
俟
ち
た
い
。

（
12
）
国
文
学
研
究
資
料
館
に
お
い
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
公
開
さ
れ
て
い

る
〔
21-

46-

５
、�

８
コ
マ
〕。

（
13
）『
和
歌
文
学
大
辞
典
』（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
、二
〇
一
四
）の「
風
葉
和
歌
集
」

の
項
目
に
は
「
抄
出
本
も
数
本
あ
る
」
と
あ
る
。
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四
七

　

こ
の
よ
う
な
記
述
は
、
そ
の
ま
ま
池
田
光
政
筆
本
の
一
本
【
書
籍
504-

１
】

に
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
こ
こ
で
説
明
さ
れ
る
抜
書
自
体
の
意

図
と
方
法
も
光
政
本
を
直
接
説
明
す
る
も
の
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ

う
し
た
抜
書
を
実
際
に
行
っ
た
人
物
と
し
て
池
田
光
政
を
比
定
す
る
こ
と
は
一

説
と
し
て
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
光
政
が

複
数
回
に
渡
っ
て
抜
書
を
繰
り
返
し
た
と
い
う
客
観
的
な
事
実
に
基
づ
く
の
で

あ
る
が
、
あ
る
い
は
他
の
人
物
が
光
政
に
抜
書
の
方
法
を
指
南
し
た
と
い
う
可

能
性
も
な
く
は
な
い
。
と
も
あ
れ
、
神
宮
文
庫
本
な
ら
び
に
光
政
本
の
う
ち
一

本
は
、『
増
訂
校
本
風
葉
和
歌
集
』
が
示
し
得
た
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
、
抜

書
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
、こ
の
方
法
は
、単
純
な
抜
粋
で
は
な
く
、「
物
語
」

と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
や
具
体
的
な
作
品
へ
の
興
味
や
関
心
が
そ
の
底
辺
に
あ
る
こ

と
は
明
確
と
言
え
よ
う
。
今
後
は
、
光
政
自
筆
資
料
の
う
ち
他
の
テ
キ
ス
ト
に

お
け
る
抜
書
の
傾
向
に
つ
い
て
も
考
慮
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

付
記
・
本
稿
の
執
筆
に
関
し
て
は
、林
原
美
術
館
な
ら
び
に
同
館
の
浅
利
尚
民
氏

の
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
得
た
。厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

（
は
ら　

と
よ
じ
＝
本
学　

文
学
部　

日
本
語
日
本
文
学
科
）

キ
ー
ワ
ー
ド
＝
池
田
光
政
、
風
葉
和
歌
集
、
拾
遺
百
番
歌
合
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別表①　風葉集抜書所収歌一覧

別表②　拾遺百番歌合所収歌一覧
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四
九

【書跡 437・438】部分

【書跡 437・438】外題 【書跡 467】部分 【書跡 474】巻頭
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【書跡 504-1】巻頭

【書跡 494-3-1・2】巻頭

【書跡 501-15】表紙

【書跡 480】部分

【書跡 504-4】表紙
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